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平成 30 年度厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

「HIV 感染者の妊娠・出産・予後に関する疫学的・コホート的調査研究と情報の普及啓発法の開発 

ならびに診療体制の整備と均てん化に関する研究」班 

分担研究報告書 

 

研究分担課題名：HIV 感染妊娠に関する診療ガイドラインの改訂と HIV 母子感染予防対策マニュアルの

補填 

研究分担者：山田里佳 JA 愛知厚生連 海南病院 産婦人科 外来部長 

研究協力者：谷口晴記 地方独立行政法人 三重県立総合医療センター産婦人科 

      塚原優己 国立研究開発法人国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター産科 

医長 

      井上孝実 医療法人 葵鐘会（きしょうかい）ローズベルクリニック 副理事 

      出口雅士 神戸大学大学院医学研究科外科系講座 産婦人科学分野 特任教授 

      中西豊  独立行政法人 国立病院機構 名古屋医療センター産婦人科 医長 

      定月みゆき国立研究開発法人 国立国際医療研究センター産婦人科 病棟医長 

      大里和広 独立行政法人 国立病院機構 三重中央医療センター 総合周産期母子医療

センター 部長 

      白野倫徳 地方独立行政法人大阪市民病院機構大阪市立総合医療センター 感染症内科 

医長 

      田中瑞恵 国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 小児科 医師 

      鳥谷部邦明三重大学医学部 産婦人科学教室助教 

      千田時弘 桑名医療センター 産婦人科 医師 

      杉野祐子 国立国際医療研究センター エイズ治療研究開発センター 看護師 

      渡邉英恵  独立行政法人 国立病院機構 名古屋医療センター産婦人科 看護部 

            羽柴知恵子独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター外来 副看護師長 

 

研究要旨： 

2018 年 3 月に発刊された HIV 感染妊娠に関する診療ガイドライン初版の検証と改訂を行う。これは、

わが国の医療経済事情や医療機関の対応能力を考慮した、欧米とは異なる日本独自のガイドラインであ

る。今後も世界での HIV 診療の進歩に対応すべく、各国のガイドラインや文献を参照しながら、今後 3

年間で日本における医療体制、産科診療体制の変化に対応し改訂していく。 

 2014 年 3 月に発刊された HIV 母子感染予防対策マニュアル第 7版の補填、改訂を行う。HIV 診療の実

際は、産科内科医師だけではなく、助産師、看護師、薬剤師、コメディカルがチームで対応できる必要

がある。またガイドラインと項目の順序を合わせ、それぞれがすぐに対照できるように改訂する。 

 

 

A.研究目的 

日本における HIV 感染妊娠は、近年 40 例前後で

推移しており、減少傾向にはないと思われる。

2013 年に HIV 母子感染予防対策マニュアル第７

版を発行し、2018 年 3 月に HIV 感染妊娠に関す

る診療ガイドライン初版を発行した。今後、HIV

診療の進歩や日本における医療体制、産科診療体

制の変化に対応すべく、マニュアルおよびガイド
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ラインの改訂は重要である。 

3 年間でマニュアルの補填（可能であれば改訂）

およびガイドラインの改訂版発行を目的とする。 

 

B.研究方法 

ガイドラインの改訂については、初版には記さ

れていない各項目の推奨度を、先進各国の HIV 母

子感染予防対策ガイドラインを精査し日本の現

状に合わせて記載する。 

マニュアルの改訂については、HIV 診療の実際

について 5年前の状況と現在の状況を比較し、症

例の多い施設の実際や工夫をできるだけ記載す

る。また、ガイドラインとマニュアルを対照でき

るように項目の順序を整える。 

（倫理面への配慮） 

ヘルシンキ宣言に基づいた倫理原則を順守する。

この分担班では個人情報を扱わないが研究班全

体の一環として研究班代表者の施設での倫理委

員会での承認を得た。 

 

C.研究結果 

平成 30 年度は HIV 母子感染予防対策マニュアル

第 7版の改訂を行った。 

平成 30 年 7 月 1 日、10 月 28 日、12 月 1 日に分

担班会議および全体班会議にてマニュアル改訂

につき協議した。平成 31年 1月 27 日第 8版の読

み合わせを行った。平成 31 年 3 月中に PDF 完成

版（研究班 HP へ UP）3 月末に第 8 版発刊予定で

ある。 

（参考資料；HIV 母子感染予防対策マニュアル第

8版 目次） 

 

D.考察 

マニュアルの改訂にあたって、ガイドラインと

対照しやすいように項目の順序を変更した。また

第 7版には記載されていた、一般的な HIV 感染の

状況や薬剤の添付文書は、最近ではインターネッ

ト上ですぐに検索できるため、省いた。これらの

ことで、ガイドラインとマニュアルを持ち運びし

やすく、現場の状況に合わせて使用しやすいよう

にできたと思われる。 

 

E.結論 

平成 30 年度は、HIV 母子感染予防対策マニュアル

の改訂を行い、第 8版を発刊し、PDF 版を当班 HP

へ掲載した。 

 

G.研究業績 

1.論文 

１）谷口晴記 山田里佳ら．HIV 感染妊娠に関す

る 診療ガイドライン 初版（平成 29 年度厚生労

働科学研究費補助金エイズ対策政策研究事業 

「HIV 感染妊娠に関する全国疫学調査と診療ガ

イドラインの策定ならびに診療体制の確立」班 

研究代表者：喜多 恒和 分担研究「HIV 感染妊娠

に関する診療ガイドラインの策定」班）、2018 年

3 月 31 日発刊 

２）谷口晴記、山田里佳、喜多恒和、塚原優己． 

産婦人科感染症の診断・管理～その秘訣とピット

フォール．臨床婦人科産科、2018；72：88‐92 

3)谷口晴記、白野倫徳、山田里佳、塚原優己．HIV

母子感染予防のための薬物療法．周産期医学、

2018；48：101‐104 

 

2．発表 

１）山田里佳、谷口晴記、塚原優己、井上孝実、

千田時弘、大里和広、定月みゆき、中西 豊、白

野倫徳、鳥谷部邦明、吉野直人、杉浦敦、田中瑞

恵、蓮尾泰之、喜多恒和：わが国独自の HIV 母子

感染予防対策ガイドラインの策定について．第 70

回日本産科婦人科学会学術講演会．仙台、2018.5 

２）山田里佳、谷口晴記、塚原優己、井上孝実、

千田時弘、大里和広、定月みゆき、中西 豊、白

野倫徳、出口雅士、鳥谷部邦明、杉野祐子、羽柴

知恵子、渡辺英恵、吉野直人、杉浦敦、田中瑞恵、

桃原祥人、喜多恒和：HIV 感染妊娠に関する診療

ガイドライン初版とHIV母子感染予防対策マニュ

アル第 7 版の比較．第 32 回日本エイズ学会学術

集会．大阪、2018.12 

３）白野倫徳、小西啓司、麻岡大裕、笠松 悠、
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市田裕之、尾西江美子、豊島裕子、瀧浦その子、

大石真綾、後藤哲志：通院中断はどうすれば防げ

るか？～当院における通院中断症例の解析～．第

32 回 日本エイズ学会学術集会．大阪、2018.12 

 

H.知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得：無 

2.実用新案登録：無 

3.その他：無 
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執筆者一覧 

執筆協力者一覧 

本書を利用するにあたって 

 

巻頭言    喜多恒和 

第 8版序文     山田里佳 

初版序文     戸谷良造 

 

Ⅰ 総説―日本における HIV 母子感染予防 

Ⅱ 妊婦検査スクリーニングおよび妊娠環境 

  1 妊婦 HIV 検査の意義 

  2 検査前の説明 

   2-1 HIV 検査の現状 

   2-2 妊婦 HIV 検査前の説明 

  3 検査結果の説明 

   3-1 スクリーニング検査(一次検査)の結果が陰性の場合 

   3-2 スクリーニング検査(一次検査)の結果が陽性の場合 

   3-3 確認検査の結果が陽性の場合 

   3-4 未受診妊婦における HIV 緊急検査の必要性 

   3-5 HIV 感染妊娠に必要な妊娠初期検査 

  4 妊婦と家族への対応 

   4-1 HIV 感染妊婦の心理状況と対応 

   4-2 HIV 感染妊婦の支援 

Ⅲ 妊娠中の抗 HIV 療法 

  1 概説 

  2 抗 HIV 薬の選択 

   2-1 抗 HIV 薬による HIV 母子感染予防 

   2-2 抗 HIV 薬投与の基本 

2-3 抗 HIV 薬の開始時期 

   2-4 抗 HIV 薬の中止方法 

   2-5 抗 HIV 薬投与後のモニタリングと対応 

Ⅳ 特殊な状況 

  1 B 型肝炎の合併 

  2 C 型肝炎の合併 

Ⅴ 周産期管理 
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1 妊婦糖尿病の対応 

  2 分娩方法 

   2-1 分娩時期 

2-2 経腟分娩を選択する場合の留意点 

  3 切迫早産・前期破水時の対応  

   3-1 切迫流産 

3-2 前期破水 

  4 産科診療における注意点 

   4-1 外来診療における合併症への注意点 

   4-2 看護上の注意点 

5 分娩時の対応 

   5-1 分娩時・帝王切開時に使用する薬剤 

   5-2 病棟での術前準備と術後ケア 

   5-3 実際の手術にかかわる留意点 

   5-4 手術に必要な人員 

   5-5 手術時の防護具 

   5-6 手術時の準備 

   5-7 新生児の処置 

   5-8 手術室の後片付け 

Ⅵ 児への対応 

  1 出生児の管理 

  2 出生児への抗 HIV 薬の予防的投与 

   2-1 AZT シロップ投与法 

   2-2 在胎 35週未満の早産児に対する投与法 

   2-3 AZT 投与による副作用 

   2-4 AZT 投与期間の短縮 

2-5 AZT を含めた併用療法 

3 ニューモシスチス肺炎の予防 

 3-1 対象 

 3-2 方法 

  4 新生児・乳幼児における診断基準 

   4-1 検査時期 

   4-2 感染の診断 

   4-3 非感染の診断 

  5 抗 HIV 薬に曝露した非感染児の追跡観察 

  6 予防接種の進め方 

   6-1 不活性化ワクチン 

   6-2 生ワクチン 

Ⅶ 未受診妊婦(飛び込み分娩)への対応 

Ⅷ 産褥の対応 
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  1 抗 HIV 療法 

  2 母乳への対応 

   2-1 止乳の必要性 

   2-2 止乳に使われる薬剤 

  3 退院指導 

   3-1 産後の性生活 

   3-2 服薬継続に関する支援 

Ⅸ これから妊娠を希望する HIV 感染者への対応 

  1 妊娠前の HIV 感染者への対応 

   1-1 妻が HIV 感染者で夫が陰性の場合 

   1-2 夫が HIV 感染者で妻が陰性の場合 

2 HIV 感染女性の診察上の注意点 

   2-1 内科 

   2-2 婦人科 

Ⅹ その他のサポート 

1 スタンダードプリコーション(標準予防策) 

   1-1 手指衛生 

   1-2 医療従事者のための個人防護用具 

   1-3 患者に使用した器具および器材の取り扱い 

1-4 患者環境の管理 

1-5 血液媒介病原体の曝露予防(針刺し・切創対策) 

  2 針刺し切創・血液体液曝露時の対応 

  3 医療情報の入手先と支援団体 

3-1 HIV/AIDS 関連のウェブサイト 

3-2 ACC と各ブロック拠点病院のウェブサイト 

3-3 支援団体紹介 

編集後記 
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